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横
田
基
地
の
急
速
な
軍
事
拠
点

化
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
！ 

 

第７回 
定期総会 

 

第
７
回
定
期
総
会
は
５
月

８
日
、
立
川
柴
中
会
公
会
堂
で

行
わ
れ
、
２
９
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
来
賓
は
「
横
田
基
地
の

撤
去
を
求
め
る
西
多
摩
の
会
」

と
「
沖
縄
県
民
と
連
帯
す
る
府

中
の
会
」 

議
長
に
折
井
さ
ん
を
選
出

し
ま
し
た
。 

「
基
地
の
実
態
を
市
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
」 

東
京
平
和
委
員
会
の
岸
本

事
務
局
長
が
、
「
横
田
基
地
を

め
ぐ
る
情
勢
」
を
報
告
し
ま
し

た
。 日

米
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
定
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
の
閣
議
決
定
、
安
全
保
障

法
制
（
＝
戦
争
法
）
の
強
行
…

と
日
米
一
体
の
軍
事
力
行
使

の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。 

横
田
基
地
は
司
令
部
の
統

合
運
用
が
強
化
さ
れ
、
そ
こ
へ

特
殊
作
戦
部
隊
と
彼
ら
を
運

ぶ
オ
ス
プ
レ
イ
が
配
備
さ
れ

ま
す
。 

岸
本
氏
は
「
こ
う
し
た
横
田

基
地
の
実
態
を
多
く
の
市
民

に
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
力
を

尽
く
す
こ
と
が
重
要
だ
」
と
強

調
し
ま
し
た
。 

「
小
集
会
が 

持
て
な
い
か
？
」 

討
論
で
は
「
基
地
が
あ
る
か

ら
テ
ロ
の
危
険
も
強
ま
っ
て

い
る
」
と
い
う
市
民
の
声
、「
戦

争
法
阻
止
の
闘
い
で
は
、
個
別

の
運
動
に
加
え
て
、
各
種
団
体

が
ま
と
ま
っ
た
総
が
か
り
方

式
の
活
動
が
取
り
組
ま
れ
た
」

「
自
治
体
は
安
全
保
障
は
国

の
専
管
事
項
…
と
逃
げ
る
こ

と
が
多
い
が
、
住
民
の
安
全
を

守
る
の
は
、
地
方
自
治
体
の
重

要
な
任
務
と
迫
ろ
う
」
「
横
田

基
地
周
辺
で
は
サ
ミ
ッ
ト
の

前
後
、
警
察
官
の
パ
ト
ロ
ー
ル

が
激
し
く
行
わ
れ
た
」
「
基
地

の
実
態
を
広
く
市
民
に
知
ら

せ
る
た
め
に
、
地
域
で
小
集
会

を
開
け
な
い
か
！
」
と
い
う
積

極
的
な
提
案
が
だ
さ
れ
ま
し

た
。 活

動
方
針
に
対
し
て
は
、

『
提
案
さ
れ
た
箇
条
書
き
の

方
針
で
は
気
持
ち
が
入
ら
な

い
』
と
い
う
指
摘
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
「
方
針
の
方
向
性
」

と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

新
役
員
は
次
の
通
り
で
す 

世
話
人 

 

盛
岡 

暉
道 

 
 

 
 

島
田 

清
作 

 
 

 
 

井
出 

由
美
子 

 
 

 
 

清
水 

多
恵
子 

 
 

 
 

隺
田 

一
忠 

 
 

 
 

折
井 

暁 

 
 

 
 

後
藤 

太
刀
味 

 
 

 
 

糸
永 

辰
文 

小
玉 

博
美 

近
森 

拡
充 

大
沢 

ゆ
た
か 

熊
崎 

真
智
子 

岩
田 

克
彦 

 

会
計 

 
 

小
松 

剛 

会
計
監
査 

風
間 

実
良 

 

（
な
お
、
世
話
人
会
で
選
出

す
る
代
表
世
話
人
、
事 

 
 

務
局
長
は
未
定
で
す
） 

 今
回
、
世
話
人
を
退
任
さ
れ

た
人 

 

岩
崎 

多
美
子
氏 

ニュース No.29 
 

総会で情勢報告をする岸本氏 



（2）     2016年 06月 30日                 横田基地問題を考える会ニュース        No.29 

 
 

４
月
２
３
日
、
羽
村

ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル

で
、
「
映
画
と
講
演
・

ト
ー
ク
の
つ
ど
い
」
が

行
わ
れ
、
１
９
８
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

集
会
は
１
０
月
に
行

わ
れ
る
「
市
民
交
流
集

会
」
の
プ
レ
企
画
と
し

て
計
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
裂
か
れ 

 

た
海
」
を
上
映 

羽
村
の
高
橋
さ
ん

の
司
会
で
行
わ
れ
、
最

初
に
「
裂
か
れ
た
海
」

（
琉
球
朝
日
放
送
作

成
、
６
０
分
）
を
上
映

し
ま
し
た
。
辺
野
古
の

新
基
地
建
設
を
阻
止

す
る
た
め
の
闘
い
が

描
か
れ
て
い
て
、
見
る

人
に
深
い
感
銘
を
あ

た
え
ま
し
た
。 

講
師
の
小
柴
康
男
さ
ん
は

「
横
田
基
地
も
い
ら
な
い
！

…
」
の
実
行
委
員
で
も
あ
り
、

横
田
基
地
の
飛
行
ル
ー
ト
下

に
住
ん
で
い
ま
す
。
内
容
が

鋭
く
、
分
か
り
易
い
お
話
で

し
た
。 

戦
争
法
で
防
衛
体
制 

は
弱
体
化
？ 

日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
今

回
で
３
回
目
の
改
訂
で
す
が
、

日
本
が
軍
事
攻
撃
を
受
け
た

場
合
、
米
軍
が
軍
事
力
を
使

っ
て
日
本
を
守
る
姿
勢
を
大

き
く
後
退
さ
せ
て
い
る
と
強

調
し
ま
し
た
。
米
軍
は
世
界

各
地
か
ら
軍
隊
を
大
き
く
引

き
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
多

く
の
国
と
共
同
軍
事
演
習
を

し
て
い
る
が
、
い
ざ
と
い
う

時
、
米
軍
指
揮
の
下
で
各
国

軍
隊
を
闘
わ
せ
る
体
制
を
作

り
上
げ
て
い
ま
す
。 

特
に
日
本
は
集
団
的
自
衛

権
を
容
認
し
、
戦
争
法
を
成

立
さ
せ
、
全
世
界
で
米
軍
の

補
完
勢
力
と
し
て
戦
う
た
め
、

日
本
の
防
衛
力
が
弱
体
化
す

る
と
指
摘
。 

東
富
士
に
は
５
千
人 

の
地
権
者
が 

連
帯
挨
拶
の
東
富
士
住
民

の
会
・
渡
辺
希
一
さ
ん
は
「
東

富
士
演
習
場
は
自
衛
隊
と
使

用
協
定
を
結
ん
で
い
る
が
、

米
軍
は
自
衛
隊
と
の
協
定
と

同
じ
条
件
で
使
用
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
住
民
が
危

険
と
感
じ
る
武
器
は
使
用
し

な
い
。
演
習
は
１
週
間
前
に

は
通
知
さ
れ
る
。
東
富
士
に

は
５
，
０
０
０
人
の
地
権
者

が
い
る
」
と
連
帯
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。 

子
ど
も
を
守
る
の
は 

大
人
の
責
任 

集
会
カ
ン
パ
を
訴
え
た
淡

路
さ
ん
は
「
娘
と
カ
ン
パ
箱

を
作
っ
た
が
、
娘
に
私
を
守

っ
て
く
れ
る
の
？
・
・
と
訊

ね
ら
れ
た
。
子
ど
も
を
守
る

の
は
大
人
の
役
割
だ
」
と
語

り
、
参
加
者
に
感
銘
を
与
え

ま
し
た
。 

彼
女
の
訴
え
で
、
熊
本
の

カ
ン
パ
を
含
め
８
万
８
千
円

余
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

閉
会
挨
拶
で
隺
田
事
務
局

長
は
「
１
０
月
の
市
民
交
流

集
会
を
成
功
さ
せ
、
オ
ス
プ

レ
イ
の
飛
来
・
配
備
を
止
め

さ
せ
よ
う
」
と
力
強
く
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

 
 

講演する小柴康男氏 

「映画と講演・トークのつどい」 
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飛
来
・
配
備
を
見
合
わ
せ
て

…
と
立
川
市
議
会
へ
請
願 

２
名
が
死
亡
し
た
昨
年
５

月
の
ハ
ワ
イ
事
故
を
踏
ま
え
、

米
海
兵
隊
大
佐
は
「
エ
ン
ジ

ン
の
吸
気
口
か
ら
砂
を
吸
い 

 

込
み
に
く
い
よ
う
に
改
修
す

る
研
究
を
す
す
め
て
い
る
」

と
発
言
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
明
ら
か
に
構
造
上
の
欠
陥

を
認
め
た
も
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
欠
陥
機
で
離

着
陸
訓
練
、
人
員
降
下
訓
練
、

夜
間
飛
行
訓
練
…
実
戦
さ
な

が
ら
の
訓
練
を
行
う
こ
と
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
「
改
修
後
オ
ス
プ

レ
イ
の
安
全
性
が
確
認
で
き

る
ま
で
、
飛
来
と
配
備
を
見

送
る
こ
と
を
求
め
る
」
請
願

を
、
立
川
市
議
会
に
世
話
人

の
折
井
さ
ん
が
提
出
し
ま
し

た
。 ６

月
２
１
日
の
総
務
委
員

会
で
、
請
願
は
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。
反
対
意
見
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

賛
成
１
（
み
ど
り
） 

反

対
５
（
自
２
、
公
２
、
民
１
） 

議
長
１
（
共
） 

 
盗
聴
さ
れ
て
も 

抗
議
し
な
い
、
日
本
！ 

サ
ン
デ
ー
毎
日
は
６
月
１

２
日
号
か
ら
、
ス
ノ
ー
デ
ン

氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を

連
載
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
中
で
彼
は
、「
福
生
市

に
住
み
横
田
基
地
に
勤
務
し

て
い
た
」「
Ｎ
Ｓ
Ａ
（
米
国
家

安
全
保
障
局
）
が
毎
日
数
百

万
件
の
通
話
を
入
手
し
て
い

た
」「
特
定
秘
密
保
護
法
も
米

国
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の

だ
」「
日
本
は
米
国
を
盗
聴
す

る
こ
と
は
恐
ろ
し
く
て
で
き

な
い
が
、
米
国
か
ら
盗
聴
さ

れ
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、

と
あ
き
ら
め
る
」
な
ど
と
語

っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
記
事
を
読
ん
だ
人
に

語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

①
特
定
秘
密
保
護
法
の
時
、

安
倍
首
相
は
「
イ
ス
ラ
ム
国

に
よ
る
テ
ロ
の
情
報
を
共
有

す
る
た
め
に
必
要
だ
」
と
言

っ
て
い
た
が
、
ヤ
ッ
パ
リ
裏

が
あ
っ
た
の
で
す
ね
！ 

②
サ
ン
デ
ー
毎
日
は
良
く

出
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

輝
く
９
条
を
含
む
平
和
憲
法

を
前
面
に
出
し
て
、
国
際
紛

争
を
な
く
す
た
め
に
、
日
本

が
貢
献
で
き
る
絶
好
の
機
会

だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
立
川
、
男
性
） 

③
日
本
人
の
主
権
意
識
の

弱
さ
を
痛
感
し
た
。
ド
イ
ツ
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ギ
リ
ス
は
オ

バ
マ
大
統
領
に
直
接
抗
議
し

て
い
る
が
、
安
倍
首
相
は
一

言
も
発
言
し
て
い
な
い
。 

 

（
青
梅
、
男
性
） 

サンデー毎日 6/12 号 
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オ
ス
プ
レ
イ
運
用 

無
制
約 

日
本
が
提
起 

 
２
０
１
２
年
７
月
の
日
米
合

同
委
員
会
で
、
日
本
側
は
「
オ
ス

プ
レ
イ
の
運
用
に
制
約
を
課
す

こ
と
な
く
取
り
う
る
措
置
」
を
議

論
す
る
方
針
を
説
明
。「
オ
ス
プ

レ
イ
の
安
全
性
を
効
果
的
に
ア

ッ
ピ
ー
ル
す
る
」
方
策
を
米
軍
に

進
言
し
て
い
ま
し
た
。 

 

オ
ス
プ
レ
イ
は
同
年
４
月
に

モ
ロ
ッ
コ
で
、
６
月
に
フ
ロ
リ
ダ

で
墜
落
事
故
を
起
こ
し
て
い
ま

す
。
日
本
共
産
党
に
笠
井
議
員
は

「
墜
落
事
故
の
徹
底
究
明
を
迫

る
べ
き
日
本
が
、
反
対
に
『
安
全

性
を
効
果
的
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
す

る
』
方
策
を
提
言
す
る
と
は
本
末

転
倒
だ
」
と
批
判
し
ま
し
た
。 

 
 熊

本
地
震
へ
の
オ
ス
プ
レ

イ
派
遣
は
日
本
が
要
請 

 

米
海
兵
隊
は
、
１
８
日
付
「
星

条
旗
」
新
聞
で
、
沖
縄
・
普
天
間

基
地
の
オ
ス
プ
レ
イ
を
派
遣
し

た
の
は
、
日
本
政
府
の
要
請
」
に

基
づ
く
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
明

2015年４月～2016年3月、福生市測定の航空

機騒音は 11,895 回となりました。３年連続で１万

１千回を超えました。 

 １９：００～２２：００の時間帯では278回増え

ています。住民が「うるさい」と指摘していますが、

それを裏付けています。 

  

横
田
基
地 

 
 

 

の
動
き 

ら
か
に
し
た
。 

 

中
谷
防
衛
省
は
、
１
８
日
の
決
算
委
員

会
で
「
米
軍
か
ら
協
力
の
申
し
出
が
あ
っ

た
」
と
答
弁
。
記
者
会
見
で
も
同
様
の
発

言
を
し
て
い
た
。 

Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
、
離
着
陸
・

人
員
降
下
・
変
態
飛
行
・
夜
間
飛
行 

民
進
党
の
近
藤
議
員
の
質
問
趣
意
書

へ
の
答
弁
で
、
Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
の

訓
練
項
目
が
、
下
記
の
よ
う
に
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。 

昨
年
１
０
月
の
環
境
レ
ジ
ュ
ー
に
は

訓
練
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

集団的自衛権・武器輸出  

  自衛隊制服組が提言  

 自衛隊の最高教育機関である統合幕僚

学校が、集団的自衛権の行使容認や武器輸

出などを解禁するよう提言する報告書を

まとめていたことがわかりました。（４月

19 日の衆議院財務金融委員会で、共産党

の宮本徹議員が明らかにしました） 

 報告書名は「諸外国の最新の軍事戦略の

動向に関する調査・研究」（2012年３月、

全594ページ）。報告書は「米軍の戦略…

を補完できるようになるためには、集団的

自衛権を認めることが必要不可欠」「国家

緊急事態法を整備することが望まれる」と

憲法解釈や法体系に踏み込んで軍事政策

の変更を要求している。 

「思いやり予算」37年間で米軍住宅11,383戸 

 日本政府が「思いやり予算」で建設した米軍住宅

は 1979～2015 年度までの 38 年間で 11,383

戸に達する。 

 最も高価な上級将校用住宅では、面積約 250 ㎡

で建設費は 9650 万円に達します。（土地代を含ま

ず）標準的な家族住宅でも約150㎡の広さです。 
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